
ベンレートは住友化学（株）の登録商標です。

たまねぎの乾腐病・灰色腐敗病防除には
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※2 詳しい使用方法については裏面の適用表をご確認ください



作物名 適用病害名
希釈倍数
または使用量

使用方法

たまねぎ

灰色腐敗病
灰色かび病
黒かび病

乾腐病

2000～3000倍

2000倍

50倍

100倍

1g/1kg培土
20倍

使用時期

収穫前日まで

定植前

は種前
移植直前

使用液量

100～300ℓ/10a

セル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊(30×60cm、
使用土壌約5ℓ)当り500㎖～1ℓ
セル成型育苗トレイ1箱または
ペーパーポット1冊（30×60cm、
使用土壌約5ℓ）当り500㎖

ー

ベノミルを含む
農薬の総使用回数

8回以内
種子粉衣は1回、
育苗培土混和、
灌注または
苗根部浸漬は
合計1回、

散布は6回以内

散布

灌注

育苗培土混和
3分間苗根部浸漬

6回以内

1回

本剤の
使用回数

乾腐病

灰色腐敗病

防除効果防除効果

適用病害
と

使用方法
適用病害

と

使用方法

たまねぎ

（社）北海道植物防疫協会（平成21年）

無処理ベンレート水和剤2000倍 A水和剤1000倍
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品 種
耕種概要
発生状況
区制・反復
散布日

オホーツク222
移植5月17日
中発生（接種）
1区 6.0㎡ 3反復
8月15日、22日、29日

:
:
:
:
:

散布量
調査日
調査方法

150ℓ/10a（展着剤グラミンS5000倍を加用）
翌年3月18日
9月6日に収穫し、風乾後各区83～99球
をタマネギネットに入れ、農家慣行により
貯蔵。全球を縦断して発病状況を調査。

:
:
:

発
病
球
率︵
％
︶

佐賀県農業試験研究センター（平成24年）

無処理ベンレート水和剤50倍 ベンレート水和剤100倍
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品 種
耕種概要
発生状況
区制・反復
処理日

ターザン
定植12月14日
中発生（接種）
1区 30株 3反復
12月14日

:
:
:
:
:

処理方法
調査日
調査方法

500㎖/トレイ灌注
翌年6月24日、7月22日、8月19日
翌年5月30日に収穫し、8月19日まで
コンテナに入れて雨除け施設で貯蔵
して発病球数を数え、発病球率を算出。

:
:
:

発
病
球
率︵
％
︶

有効成分：ベノミル…50.0％

　 乾腐病に灌注で使えます
定植前の育苗箱トレイ灌注処理で

乾腐病を防除します。

　 色々な処理が可能
乾腐病には定植前の灌注、定植直前の苗浸漬、

は種前の培土混和で防除が可能です。

　 使いやすい使用時期
灰色腐敗病・灰色かび病・黒かび病には

散布で収穫前日まで使用できます。

・
使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。
本剤及び同系統の薬剤の連続使用によって薬剤耐性菌が出現し、効果の劣った例が
あるので過度の連用を避け、なるべく作用性の異なる薬剤を組み合わせて使用して
ください。
適用作物群に属する作物又はその新品種に本剤を初めて使用する場合は、使用者の
責任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用してください。なお、普及
指導センター、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。
たまねぎに対して苗根部浸漬処理する場合は、誤って高濃度で処理すると、初期生育
遅延等の薬害のおそれがあるので、使用方法を厳守してください。
本剤はダイアジノン乳剤と混用した場合、凝固物を生成するため混用をさけてください。
本剤は眼に対して弱い刺激性があるので眼に入らないよう注意してください。眼に
入った場合には直ちに水洗してください。
本剤は皮膚に対して弱い刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意してください。

・
・

・

・

・
・

・

〈使用上の注意事項〉 詳細はラベルをご参照ください。
付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてください。

使用の際には農薬用マスク、不浸透性手袋、長ズボン・長袖の作業
衣などを着用してください。作業後は直ちに手足、顔などを石けんで
よく洗い、うがいをするとともに衣服を交換してください。

作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯してください。
かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
水産動植物（甲殻類）に影響を及ぼすおそれがあるので、河川、養殖池等に飛散、流入
しないよう注意して使用してください。施設内に水産動植物を飼っている水槽等を
置かないでください。
使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきってください。散布器具及び
容器の洗浄水は、河川等に流さないでください。また、空袋・空容器は水産動植物に
影響を与えないよう適切に処理してください。
直射日光をさけ、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管してください。

・
・
・

・

・

●たまねぎ以外の水稲・野菜・果樹・花等にも登録があります。

2019年4月現在の登録内容

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。 ●空袋・空容器は圃場等に放置せず適切に処理してください。
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